
2004年10月20日
盛岡市三本柳6-1-1
盛岡赤十字病院
医事第ニ課(地域医療連携係)
発行責任者 院長 利 部 輝 雄

赤十字マーク の 意 味 と 約 束 事

赤十字マークは「白地に赤い十字」とされていますが、これは赤十字

の発案者であるアンリー・デュナンの祖国スイスに敬意を表して、スイ

ス国旗の配色を逆にしたものが採用されたものです。

イスラム教国では赤新月と称し、マークは白地に赤色の三日月を用

いていて、このマークも赤十字と全く同様に取り扱われています。

　

特に赤十字マークは皆さんの身近でもたびたび見る機会が多いと思

いますが、このマークを使用するにあたっては、決められた約束事が

あります。

赤十字の父
アンリー・デュナン

赤十字病院以外で赤十字
マークを使用すること。
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赤 十 字 マ ー ク は 赤 十 字 活 動 を 表 す 「し る し」 で す。

薬局等で赤十字マークを
使用すること。

市販の衣類や救急箱、医薬品
等に赤十字マークを使用する
こと

その他、単に「医療」をイメージして
赤十字マークを使用すること。

　　　次ページへ続く

　　基　本　理　念
　私たちは、人道・
博愛の赤十字精神に
もとづき、みなさま
の生命と健康を守る
ために、信頼される
医療を実践します。



救急の日２００４

なぜ赤十字マークを自由に使用出来ないのでしょうか？
　「赤十字」は国際的な条約と日本国の

法律によって使用が制限されています。

１）ジュネーブ条約

２）赤十字の標章及び名称等の使用 の

制限に関する法律

３）商標法

命 を 守 る 赤 十 字 マ ー ク ： ２ つ の 意 味

 　赤十字マークは、「白地に赤い十字」としているだけで大きさや
形、
色の濃淡などの様式は厳格に定められていません。
　従って、「類似した」赤十字マークも混乱が生じるため、使用が制
限されています。

以下はその例です。

 赤十字マークには２つの意味があります。

１）赤十字に関係のある人や物を表示していま
す。一般の会社や団体がそれぞれのマークや
社章を使うことと同じですから、赤十字に関係の
ある人や物以外は、無断で使用できません。

２）戦争や紛争時に傷病者を救護する赤十字関
係者、赤十字施設、軍の衛生部隊・施設等を安
全に保護するためのものです。
　絶対に攻撃してはいけないことが国際的な約
束になっています。

ダメ
○背景が白でなくても、赤色系統を使用した十字

○傾いていたり、長さやバランスを変えて図案化

　されているもの
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「気道確保は」

「まず、意識を確認します。」

「子供の場合は
ですねー。」

「ケガをしたときの
処置について」



当院玄関前　紅葉が始まりました。

連携室からのお知らせ

　当院の年末年始の外来休診日は１２月２９日(水）～
１月３日（月）です。ご紹介の際は、急患室へ電話で連
絡をお願いします。
　少し早い話ですが、次号は１月の発行のためお知ら
せしました。

　改訂版「診療案内」と新様式の「患者紹介予約用紙・診療情報提供書」を

お送りしております。万一、届いていない場合はご連絡をお願いします。

　なお、前の様式も引き続きお使いいただけます。

盛南臨床カンファランス

平成１６年１１月１５日（月）１９：００～
　　　　　　　　　　　　　　　　当院２階 会議室

ミニレクチャー「最近の胃潰瘍治療の話題」

当院消化器科　鈴木 明彦 医師

　１０月異動の医師については、改訂版「診療案内」に
掲載できませんでしたので上記「新任医師紹介」をご

覧ください。

リスクマネージャー研修会

平成１６年１１月５日（金）１７：３０～１９：００
　　　　　　　　　　　　　　　当院２階 記念講堂

テーマ：「リスクマネジメント概論」

講師：東京海上メディカルサービス㈱
　　　　メディカルリスクマネジメント室課長　　木村 ひでみ 氏

　患者様の紹介予約について、不都合な点やご意見が

あれば、ご遠慮なく連携室へご連絡ください。

ご 案 内：参 加 を お 待 ち し て お り ま す。

・出身：宮城県仙台市
・Ｈ１１　山形大学医学部卒
　　　 　 東北大学整形外科入局
・勤務歴：東北大学病院
　　　　　　総合水沢病院
　　　　　　国療西多賀病院
　　　　　　国立仙台病院
・得意分野：主に脊椎、膝、
　一般的な外傷をみてきました。

どうぞ宜しくお願いします。

退職：お世話になりました
８月３１日付　整形外科　高橋　永次　医師　　　　１０月３日付　　循環器科　石田　博文　医師

９月２１日付採用
神経内科
水野　昌宣　医師

　新任医師：自己紹
介

９月１日付採用
整形外科
中村　聡　医師

１０月４日付採用
循環器科
小室　堅太郎　医師

　神経内科の水野です。平成１６
年９月末より盛岡赤十字病院で働
かせていただいております。主に
脳梗塞の治療を中心におこなって
きました。突然麻痺が出たり、呂律
が回りにくくなったり、めまいがした
りと脳卒中が疑われるときは遠慮
なくご相談いただければと思いま
す。がんばりますので今後とも宜し
くお願いいたします。

　循環器科の小室堅太郎と申し

ます。平成１６年１０月より盛岡

日赤病院で勤務させていただい

ております。H１５年に岩手医科

大学を卒業し、約１年半岩手医

科大学附属病院で勤務していま

した。まだまだ若輩者ですがよろ

しくお願い致します。




